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可
「
馬
術
を
始
め
た
の
は
、
今
か
ら
二
十
年
ほ
ど
前

の
こ
と
。
昔
か
ら
馬
は
好
き
だ
っ
た
し
、
馬
小
屋
で

寝
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
U

と
、
牧
野
孝
喜
さ
ん
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
見
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
選
手

の
馬
術
に
憧
れ
た
と
い
う
牧
野
さ
ん
は
、
今
年
の

全
日
本
選
手
権
大
会
で
第
三
位
、
ま
た
、
昨
年
東

京
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア

・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
強
豪

が
集
ま
っ
て
の
サ
ム
ソ
ン
国
際
馬
場
馬
術
大
会
で

日
本
人
初
の
優
勝
な
ど
県
内
だ
け
で
な
く
日
本
で

も
指
折
り
の
選
手
で
す
。

「
私
の
馬
術
は
、
ぶ

っ
つ

け
本
番
。
馬
の
調
子
を

見
て
と
に
か
く
や
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
や

っ
て
み
よ

う
と
い
う
や
り
方
で
や
っ
て
い
ま
す
U

今
年
は
、
直
前
ま
で
馬
が
け
が
を
し
て
お
り
、

全
然
期
待
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
が
自
然
体
が
功

を
奏
し
て
予
想
外
の
第
三
位
。

馬
と

一
心
同
体
で
そ
の
優
雅
さ
美
し
さ
を
競
う

馬
術
。
そ
れ
だ
け
に
調
教
そ
し
て
実
技
、
馬
に
納

得
の
い
く
よ
う
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
牧
野
さ
ん

の
や
さ
し
さ
が
そ
の
強
さ
の
秘
訣
で
す
。

「
来
年
、
ド
イ
ツ
へ
馬
を
買
い
に
い
こ
う
と
思

っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
馬
を
育
て
て
バ
ル
セ
ロ

ナ
五
輪
で
活
躍
し
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
馬
術
は
、

年
齢
に
あ
ま
り
関
係
の
な
い
競
技
だ
け
に
二
0
0
0

年
の
国
体
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
現
役
で
優
勝
を
狙
い

ま
す
よ
U

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
る
牧
野
さ
ん
。

富
山
の
馬
術
の
牽
引
車
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
く
れ
そ
う
で
す
。
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富
山
市
高
田
で
建
設
し
て
い
た
富
山
県
工
業
技
術
セ
ン

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

タ
l
機
械
電
子
研
究
所
が
十

し
た
。

月

こ
の
研
究
所
は
、

富
山
市
飯
野
に
あ

っ
た
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
富
山
研
究
所
を
移
転
新
築
し
た
も
の
で
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
二
階
地
下

一
階
建
て
、
延
べ
面
積
二

千
六
百
平
方
メ
ー
ト
ル

の
建
物
の
中
に
は
、
ハ
イ
テ
ク
、

ハ
イ
タ
ッ
チ
に
関
す
る
最
先
端
の
研
究
機
器
が
備
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
主
な
研
究
内
容
は
、
新
素
材
に
よ

る
電
子
部
品
の
試
作
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
応
用
シ
ス
テ
ム
の

設
計

・
開
発
な
ど
で
す
。
ま
た
、
産
学
官
の
共
同
研
究
を

推
進
す
る
た
め
、
共
同
研
究
室
を
民
間
企
業
や
大
学
の
研

究
者
等
に
利
用
開
放
し
て
い
ま
す
。

建
物
構
造
は
、
周
囲
の
環
境
を
考
慮
し
て
低
層
化
す
る

と
と
も
に
、
内
部
も
明
る
く
清
潔
で
研
究
者
の
心
を
和
ま

せ
る
た
め
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
」
を
三
大
施
策
の

一

つ
に
あ
げ
、
技
術
立
県
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
械

電
子
研
究
所
に
は
、
技
術
立
県
推
進
の
た
め
の
中
核
的
施

設
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

必

2 

立
山
町
吉
峰
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
林
業
技
術
セ

ン
タ
ー
林
業
試
験
場
と
林
業
普
及
セ
ン
タ
ー
が
十
月
三
十

一
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

林
業
試
験
場
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
延
べ

面
積
二
千
八
百
平
方
メ
ー
ト
ル
。
木
の
品
種
を
分
析
す
る

ア
イ
ソ
ザ
イ
ム
実
験
室
、
酸
性
雨
等
の
影
響
を
分
析
す
る

土
壌
実
験
室
、
き
の
こ
生
理
実
験
室
、
温
室
な
ど
が
あ
り
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
応
用
し
た
優
良
な
品
種
の
育
成

に
取
り
組
む
た
め
の
最
新
の
施
設
や
試
験
研
究
機
器
が
備

え
つ
け
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
林
業
普
及
セ
ン
タ
ー
は
、
木
造
平
屋
建
て
延
べ

面
積
四
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

全
体
に
木
の
ぬ
く

も
り
が
感
じ
ら
れ
る
建
物
。
百
人
収
容
で
き
る
大

・
小
二

つ
の
研
修
室
や
林
業
に
関
し
て
の
実
物
見
本
・
パ
ネ
ル
展

示
の
あ
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

林
業
技
術
の
研
修
や
訓
練
の
場
に
、
ま
た
、
木
と

の
ふ

れ
あ
い
、
情
報
提
供
の
場
に
と
新
し
い
林
業
振
興
の
拠
点

の
誕
生
で
す
。
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時
第
十
九
回
明
日
を
拓
く
青
年
の
翼
、
第
九
回
豊
か
な
郷

一
抗
土
を
拓
く
婦
人
の
翼
の

一
行
、
百
三
十
四
人
が
十
二
日
問

調
に
わ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
を
歴
訪
。

オに
ア
メ
リ
カ

・
オ
レ
ゴ
ン
州
と
の
友
好
提
携
の
架
け
橋
と
な

わ
っ
た
の
を
は
じ
め
、
訪
問
各
地
で
現
地
青
年
、
婦
人
と
の

わ
友
好
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

メキシコシティの中心にあるカテドラル

4 

、
メキシコのレストランにて

豊
か
な
自
然
の
恵
み
、
磨
き
抜
か
れ
た
伝
統
の
技
な
ど
、

と
や
ま
の
特
産
品
を

一
堂
に
集
め
た

「第
六
回
特
産
王
国

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
十
月
十
四
、
十
五
日
の

二
日
間
、

富
山
市
の
テ
ク
ノ
ホ

i
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
県
内
の
百
十
の
業
者
が
出
展
し
、
野
菜
や
鮮
魚
、

民
芸
品
を
は
じ
め
、
各
地
で
開
発
さ
れ
た
特
産
品
が
展
示

即
売
さ
れ
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
売
り
切
れ
た
商
品
が
出

た
ほ
か
、
大
漁
汁
や
マ
ツ
タ
ケ
め
し
の
味
覚
コ
ー
ナ
ー
に

は
長
い
行
列
が
で
き
る
な
ど
、
大
勢
の
主
婦
や
家
族
連
れ

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
の
「
た
て
も
ん
」

や
花
で
作
っ
た
「
北
前
船
」
が

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
飾
ら
れ
、

華
や
い
だ
雰
囲
気
の
中
、
既
婚
者
も
参
加
で
き
る
特
産
女

王
コ
ン
テ
ス
ト
や
も
ち
つ
き
大
会
、
き
き
酒
大
会
な
ど
も

行
わ
れ
ま
し
た
。



健

康

づ

「
日
本

一
の
健
康
県
」
を
め
ざ
し
た
県
民
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
県
民
総
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

が
ん
対
策
に
つ
い
て
は
、
が
ん
対
策
推
進
本
部
を
設
置
し
、
啓

発
活
動
の
強
化
、
検
診
車
や
診
療
機
器
の
整
備
充
実
を
図
る
な

く

り

ど
、
が
ん
の
予
防
か
ら
医
療
に
わ
た
る
総
合
的
な
施
策
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
和
漢
医
薬
の
国
際
的
な
情
報
発
信
基
地

を
め
ざ
し
て
東
洋
医
学
セ

ン
タ
ー
の
基
本
構
想
に
取
り
組
む
な

ど
東
洋
医
学
の
推
進
を
図

っ
て
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
を
推
進
し
、
特
に
平
成
六
年
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
や
平
成
十
二
年
の

ニ
O
O
O
年
国
体
に
向
け
て
優
秀

選
手
の
育
成
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
豊
か
な
花
と
緑
の

中
に
高
い
機
能
と
文
化
性
を
備
え
た
総
合
運
動
公
園
の
建
設
に

着
手
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
の
充
実

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
人
的
基
盤
強
化
な
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
施
策
を
一
層
充
実
す
る
と
と
も
に
、
地
域
総
合
福
祉
を

実
践
す
る
活
動
グ
ル
ー
プ
へ
の
助
成
を
大
幅
に
拡
大
し
ま
し
た
。

高
齢
者
に
対
す
る
施
策
と
し
て
は
、

富
山
県
い
き
い
き
長
寿

財
団
を
設
立
し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
積
極

的
に
推
進
す
る
ほ
か
、
新
た
に
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
等
福
祉

金
制
度
を
創
設
し
、

デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
充
を
図
る
な

ど
、
在
宅
福
祉
を
充
実
し
ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
方
々
に
対
す
る
施
策
と
し
て
は
、
身
体
障
害
者

通
所
授
産
施
設
な
ど

の
建
設
に
対
し
助
成
す
る
と
と
も
に
、
ふ

る
さ
と
養
護
学
校
の
校
舎
の
増
築
や
と
な
み
養
護
学
校
の
屋
内

プ
l
ル
の
設
置
な
ど
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

児
童
や
母
子
の
福
祉
に
つ
い
て
は
、
国
際
児
童
年
制
定
十
周

年
記
念
事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

生
涯
学
習
の
推
進

学
習
情
報
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
や
講
座
の
拡
充
な
ど
、

富
山

県
民
生
涯
学
習
カ
レ

ッ
ジ
の
充
実
に
努
め
、
生
涯
学
習
の
総
合

的
な
推
進
を
図
り
ま
し
た
。
富
山
県
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
優

れ
た
教
員
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
講
義
棟
な
ど
施
設
の
整
備

を
進
め
た
ほ
か
、
広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
意
欲
あ
ふ
れ

る
学
生

の
受
け
入
れ
に
向
け
て
万
全
を
尽
く
し
ま
し
た
。

ロ
月
定
例
県
議
会

(
i
同
日
)

世
界
人
権
宣
言
叩
周
年
記
念
講
演
会

(
1
9

日
)

い
き
い
き
富
山
冬
の
旅
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

近
代
美
術
館
・
わ
た
し
た
ち
の
壁
画
展

(
i

1
月
白
日
)

第

6
回
富
山
県
高
等
学
校
生
徒
海
外
派
遣

(
1
1
月
5
日
)

県
立
大
学
起
工
式

コ
ロ
ン
ブ
ス
計
画
第

5
回
テ
ィ

l
チ
イ
ン

省
資
源

・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
運
動
富
山
県
民
会

議一
宮
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

雪
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

第
お
回
全
国
中
学
校
ス
キ
!
大
会
(
1
9
日
)

近
代
美
術
館
・
岡
田
謙
三
展
開
会
式

(
j

3

月
引
日
)

第
百
回
国
民
体
育
大
会
準
備
委
員
会
第

1
由

常
任
委
員
会

明
ゴ
ン
ド
ラ
雪
の
祭
典

教
育
委
員
会
制
度
発
足
叩
周
年
記
念
式

富
山
県
コ
ロ
ン
ブ
ス
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
月
定
例
県
議
会

(
j
3
月
お
日
)

県
営
ほ
場
整
備
事
業
相
木
地
区
竣
工
式

と
や
ま
う
る
お
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

富
山
空
港
ジ
ェ
ッ
ト
化

5
周
年
記
念
式
典

富
山
県
コ
ロ
ン
ブ
ス
計
画
第

6
回
テ
ィ

i
チ

イ
ン

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
と
や
ま
写
真
展

(
l
幻
自
)

富
山
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
落
成
式

富
山
県
厚
生
年
金
休
暇
セ
ン
タ
ー
開
所
式

朝
日
小
川
ト

ン
ネ
ル
開
通
式

と
や
ま
名
誉
大
使
称
号
授
与
式

特
産
王
国
と
や
ま
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

(
i

7
日
)

T
O
Y
A
M
A
N
O
W

川
原
宿
明

(
j
9

日
)

富
山
国
際
大
学
起
工
式

近
代
美
術
館
・
ロ
ー
マ
発
大
型
銅
版
画
へ
の

挑
戦

(
1
5
月
引
日
)

空
港
ス
ポ
ー
ツ
緑
地
開
菌
式

7 



文
化
の
県
づ
く
り

富
山
国
際
青
年
演
劇
祭
や
各
種
芸
術
文
化
活
動
に
対
し
助
成

す
る
な
ど
、
芸
術
観
賞
機
会
の
増
大
や
創
作
活
動
の
支
援
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
立
山
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
展
示
、
映
像
ソ

フ
ト
の
制
作
を
行
う
な
ど
、
諸
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
新
川
文

化
ホ

l
ル
の
基
本
構
想
の
検
討
も
進
め
ま
し
た
。

若
者
と
婦
人
の
力
を
社
会
に

青
年
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
及
び
メ
キ
シ
コ

へ
、
婦
人
は
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
及
び
カ
ナ
ダ
へ
派
遣
し
、

青
少
年
の
健
全
育
成

・

見
聞
を
広
め
る
施
策
を
行
い
ま
し
た
。

富山国際青年演劇祭 7/31-日/6

力
あ
る
郷
土
、
つ
〈
。

快
適
な
暮
ら
し
の
実
現

生
活
環
境
の
保
全
を
図
り
、
公
害
の
監
視
に
努
め
た
ほ
か
、

環
境
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

の
整
備
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、

自
然
公
園
内
の
公
共
ト
イ
レ
を
計
画
的
に
改
善
す
る
と
と
も
に
、

市
町
村
に
対
す
る
助
成
制
度
を
設
け
る
な
ど
、

快
適
な
公
共
ト

イ
レ
の
整
備
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
花
と
緑
の
県
づ
く
り

を
進
め
、

県
民
緑
花
カ
レ
ッ
ジ
を
開
設
し
た
ほ
か
、
植
物
公
園

基
本
構
想
、
全
県
域
公
園
化
構
想
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

消
費
税
の
導
入
に
あ
た
り
、

消
費
税
ダ
イ
ヤ
ル
の
設
置
や
物
価

モ
ニ
タ
ー

の
倍
増
、
監
視
の
強
化
な
ど

の
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

全
国
的
に
も
魅
力
あ
る
総
合
保
養
地
域
の
整
備
に
向
け
て
、

立
山
山
麓
の

一
体
的
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
県
西
部
に
お

い
て
家
族
旅
行
村
の
実
施
設
計
等
に
着
手
し
ま
し
た
。

雪
対
策
と
し
て
は
、
総
合
雪
対
策
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
高
一

を
活
か
し
た
公
園
づ
く
り
、
雪
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
、
施
策
の
総
合
的
展
開
を
図
り
ま
し
た
。

水
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
「
水
の
王
国
と
や
ま
」
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、

二
十
一
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
に
取
り
組

ん
だ
ほ
か
、
海
洋
の
開
発
利
用
に
つ
い
て
は
、

二
十
一

世
紀
海

ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
、

新
湊
地
区
マ
リ
l
ナ
調
査
や
伏
木
ポ

l
ト

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
幻
調
査
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
海
洋
利
用
の

象
徴
と
し
て
、

海
王
丸
の
受
け
入
れ
の
た
め
の
諸
準
備
を
進
め

ま
し
た
。

生
活
基
盤
の
充
実

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
神
通
川
左
岸
流
域
下
水
道
事
業
、

農
村
下
水
道
の
積
極
的
な
整
備
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
長
期
的
展
望
に
立
つ
て
の
全
県
域
下
水

道
化
構
想
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

総
合
交
通
体
系
の
整
備

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、

高
崎
・
軽
井
沢
間
の
本
格
着
工

と
加
越
ト
ン
ネ
ル
の
難
工
事
部
分
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
東
海

北
陸
自
動
車
道
に

つ
い
て
は
、
福
光

・
荘
川
聞
が
整
備
計
画
に

組
み
入
れ
ら
れ
、
能
越
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、
高
岡

・
小
矢

部
聞
の
本
格
的
な
建
設
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

富
山
空
港
に
つ
い
て
は
、
今
年
七
月
か
ら

一
日
六
便

に
増
便
さ
れ
る
と
と
も
に
、
駐
車
場
や
照
明
施
設
の
整
備
な
ど

を
進
め
ま
し
た
。
伏
木
富
山
港
に

つ
い
て
も
伏
木
外
港
の
建
設

に
着
手
し
、
整
備
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

国
際
化
時
代
へ
の
対
応

中
国
遼
寧
省
と
の
友
好
県
省
締
結
五
周
年
を
迎
え
、
友
好
代

表
団
の
相
互
派
遣
や
遼
寧
省
文
物
展
の
開
催
な
ど
の
記
念
事
業

を
実
施
し
、
両
県
省
の
交
流
を

一
層
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の
オ
レ
ゴ
ン
州
と
の
友
好
提
携
に
向
け
て
交
流

を
進
め
ま
し
た
。

とやまフラワーアート'89(4/29-5/1) 

遼寧省友好提携5周年記念植樹 5/10

前田常作展(県立近代美術館)5/26-7/16 海王丸記念財団設立 7/12

5 6 7 

29 26 25 

い
き
い
き
富
山
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
明
オ
ー

プ
ニ

ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー

婦
人
遇
間
の
つ

ど
い

県
道
高
岡
環
状
線
二
上
大
橋
開
通
式

富
山
県
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
設
立
総
会

科
学
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

富
山
県
が
ん
対
策
推
進
本
部
会
議

「国
際
児
童
年
」
叩
周
年
記
念
フ
ォ

ー
ラ
ム

県
土
美
化
推
進
県
民
会
議
総
会

富
山
県
立
砺
波
学
園
竣
工
式

県
民
緑
花
カ
レ
ッ
ジ
開
講
記
念
講
演
会

と
や
ま
フ
ラ
ワ
ー
ア

i
ト
別
(
j
5
月
1
日
)

潤
立
山
山
麓
グ
リ
ー
ン
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

(
l
7
日
)

遼
寧
省
友
好
代
表
団
表
敬

「
と
や
ま
賞
」
贈
呈
式

第
羽
田
富
山
県
植
樹
祭

県
肉
用
牛
セ
ン
タ
ー
竣
工
・
開
所
式

第
幻
自
富
山
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会

知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
(
黒
部
市
)

消
費
者
問
題
国
民
会
議
富
山
大
会

第
百
回
国
民
体
育
大
会
準
備
委
員
会
第

2
回

常
任
委
員
会

第

1
回
富
山
県
人
材
確
保
対
策
本
部
会
議

富
山
県
産
業
構
造
研
究
会
顧
問
会
議

高
岡
ろ
う
学
校
落
成
記
念
式
典

近
代
美
術
館

・
前
田
常
作
展

(
1
7
月
日
日
)

高
岡
法
科
大
学
開
学
式
典

知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
(
平
村
・
上
平
村
)

緑
花
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
1
4
日
)

第
は
回
県
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

国
体
準
備
委
員
会
総
会

県
営
大
長
谷
第
四
発
電
所

広
域
基
幹
道
城
福
線
起
工
式

8 
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県
展

(
j
m

日
)

富
山
県
コ
ロ
ン
ブ
ス
計
画
第

7
回
テ

ィ
i
チ

イ
ン

緑
花
推
進
県
民
会
議

第
1
回
富
山
県
県
立
大
学
協
議
会

財
団
法
人
富
山
県
い
き
い
き
長
寿
財
団
設
立

発
起
人
会

6
月
定
例
県
議
会

(
j
幻
自
)

第
1
回
イ
ベ
ン
ト
懇
話
会

県
政
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
状
交
付
式

・
会
議

と
や
ま
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
鈎
開
会
式

働
く
女
性
の
た
め
の
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
校
開
校
式

富
山
県
清
掃
美
化
大
会

一
第
叩
回
富
山
県
婦
人
大
学
校
開
校
式

1
↑
遼
寧
省
文
物
展

(
i
引
日
)

閉山

一
第

2
回
イ
ベ
ン
ト
懇
話
会

e

。

富
山
県
い
き
い
き
長
寿
財
団
設
立
総
会
お
よ

び
記
念
式
典

帆
船
海
王
丸
記
念
財
団
設
立
発
起
人
会

望
ま
し

い
立
山
を
考
え
る
会

県
内
在
住
外
国
人
出
身
者
懇
談
会

富
山
県
コ
ロ
ン
ブ
ス
計
画
第

8
回
テ

ィ
ー
チ

イ
ン

立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
新
装
展
示
更
新
竣

工
式

立
山
高
原
ホ
テ
ル
増
改
築
竣
工
式

称
名
滝
滝
見
台
竣
工
式

近
代
美
術
館
・
第

4
回
現
代
芸
術
祭
オ

i
グ

ニ
ン
グ

(
8
月
幻
日
)

富
山
空
港
増
便
就
航
記
念
式
典

富
山
県
が
ん
対
策
推
進
本
部
会
議

富
山
県
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
起
工
式

と
や
ま
名
誉
大
使
第

2
回
称
号
授
与
式

10 13 15 16 22 30 25 24 
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活
力
あ
る
産
業
一
ガ
〈
。

技
術
立
県
を
め
ざ
し
て

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
富
山
研
究
所

の
移
転
改
築
が
完
了
し
た

ほ
か
、

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
林
業
試
験
場
も
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
情
報

・
デ
ザ
イ

ン
産
業
、
自
然
科
学
研
究
所
な
ど
産
業

の
頭
脳
部
門
の
集
積
を
図
る
た
め
、
富
山
県
総
合
情
報
セ
ン
タ

ー
に
出
資
す
る
と
と
も
に
、
業
務
団
地
等
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

襲
本

K
壷
業
乃
展
開

園
雇

4
4
3
a后
醤
罰

nυ
剖
細
川
陪
皿
F

農
地
の
流
動
化
や
地
域
ぐ
る
み
の
営
農
体
制
を
進
め
る
と
と

も
に
、
パ
イ
方
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
応
用
し
た
技
術
開
発
に
取
り

組
む
な
ど
、

コ
ス
ト
の
低
減
や
高
付
加
価
値
化
を
進
め
ま
し
た
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、

肉
用
牛
改
良
増
殖
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ

ン
し
た
ほ
か
家
畜
市
場
の
統
合
や
畜
産
団
地
の
育
成
を
進
め
ま

し
た
。

農
林
水
産
物
や
工
芸
品
な
ど
優
れ
た
特
産
物
の
振
興
と
普
及

を
図
り
、
特
産
王
国
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
特
産
品

の
開
発
、
生
産
の
振
興
、
販
路
の
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。

工

業

の

振

興

富
山
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
を
充
実
し

た
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

m富
山

の
開
催
な
ど
、

県
内
企
業
の
デ
ザ
イ
ン
開
発
力
を
育
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

富

山
県
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。

中
小
企
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

中
小
企
業
国
際
経
営
・
技

術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
異
業
種
交
流
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
す
る
な
ど

中
小
企
業
の
国
際
化
、
融
合
化
を
進
め
ま
し
た
。

第
三
次
産
業
の
振
興

商
業
サ
ー
ビ
ス
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
商
庖
街
の
近
代

化
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
助
成
す
る
な
ど
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
産
業
の
振
興
で
は
、

富
山
国
際
コ
ン

ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
特
産
品

の
販
路
拡
大
の
拠
点
と
な
る
施
設
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
を
進

め
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
い
き
い
き
富
山
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る

観
光
需
要
に
対
応
し
た
観
光
振
興
計
画

の
策
定
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

雇

用

の

安

定

U
タ
l
ン
促
進
の
た
め
、

富
山
県
人
材
確
保
対
策
本
部
を
設

置
し
、
情
報
提
供
、
就
職
相
談
等
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
広

く
人
材
の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
職
業
能
力
開
発
に
つ

い
て
は
、

富
山
職
業
能
力
開
発
カ
レ
ッ
ジ

の
整
備
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
新
時
代
の
ニ

l
ズ
に
対
応
し
た
職
業
能
力
開
発
計

画
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

施
策
の
実
施
の
た
め
に

が
ん
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
厚
生
部
、
県
立
中
央
病
院
等

の
組
織
を
整
備
し
た
ほ
か
、

ニ
O
O
O
年
国
体
準
備
室
、
総
合

運
動
公
園
準
備
室
、
博
覧
会
準
備
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
博
覧

会
に
つ
い
て
は
、
平
成
四
年
の
開
催
に
向
け
て
の
準
備
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
県
内
の
地
域
づ
く
り
施
策
を
広
く
紹
介
す
る
と

と
も
に
、

と
や
ま
名
誉
大
使
の
設
置
や
関
東
地
区
を
対
象
に
し

た
テ
レ
ビ
広
報
の
実
施
な
ど
県
内
外
で
積
極
的
な
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
施
策
を
展
開
し
ま
し
た
。

あ
り
方
を
考
え
る
「
富
山
県
コ
ロ
ン
ブ
ス
計
画
」

を
進
め
、

全

国
か
ら
広
く
イ
ベ
ン
ト
の
シ
ナ
リ
オ
を
募
集
し
ま
し
た
。

肉用牛改良増殖センター竣工 5/12
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b 

第

2
回
富
山
県
国
際
交
流
委
員
会

富
山
国
際
青
年
演
劇
祭
開
会
式

ヤ
ン
グ
創
造
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
開
会
式

特
産
王
国
と
や
ま
推
進
会
議

5
一一
第

3
回
有
峰
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
i
6
日
)

国

一
児
童
国
際
交
流
キ
ャ

ン
プ

(
i
m
日
)

げ

一
太
閤
山
子
ど
も
ア

l
ト
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

一
(
i
m
日
)

一
北
陸
新
幹
線
加
越
ト
ン
ネ
ル
工
事
安
全
祈
願

一一祭
一
ラ
イ
ブ
と
や
ま
テ

ィ
i
チ
イ
ン

(
i
初
日
)

一
第

3
回
イ
ベ
ン
ト
懇
話
会

一
富
山
県
総
合
防
災
訓
練

一
伏
木
外
港
建
設
問
意
の
調
印
式

一
富
山
県
が
ん
対
策
推
進
本
部
会
議

一
富
山
県
婦
人
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

一
異
業
種
交
流
と
や
ま
サ
ミ
ッ
ト
明

一
世
界
ハ
イ

テ
ク
デ
ザ
イ
ン
展

一
富
山
県
の
博
覧
会
構
想
に
係
る
市
町
村
会
議

一
第

9
屈
富
山
県
精
神
薄
弱
者
連
合
運
動
会

一
近
代
美
術
館
・
日
本
海
美
術
展
オ

i
プ
ニ
ン

一
グ
(
叩
月
辺
自
)

一
財
団
法
人
帆
船
海
王
丸
記
念
財
団
理
事
会

一
9
月
定
例
県
議
会

(
l

U
日
)

一
第
お
回
交
通
安
全
県
民
大
会

一
招
致
外
国
青
年
歓
迎
の
集
い

一
少
年
の

主

張

富

山
県
大
会

一
知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
(
井
波
町
)

地
域
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

富
山
県
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
明

イ
ン
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
羽

(
i
m
日
)

第

1
田
県
民
カ
レ
ッ
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
j
3
日
)

知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
(
朝
日
町
)

10 

3 18 4 28 民
J
V

7 8 16 12 

料一

一nu

一

円
/
』

ぬ

一

円
/
』

竜

一

司
/
h

掛
一
泊

一

円

U

一
「〈
d

10 

2 4 
手

11 

第

5
回
富
山
県
育
樹
祭

い
き
い
き
と
や
ま
第

2
回
健
康
と
長
寿
の
祭

典

(
j
6

日
)

〈
経
営
と
技
術
〉
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

m

T
O
Y
A
M
A
(
1
6
日
)

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
射
水
山
麓
地
区
完

工
式

と
や
ま
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア

(
1
9
日
)

7
%一
切
全
国
勤
労
者
綱
引
大
会

行
一
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
創
立

1
0
0
年
記
念
式

一
典

一
第

6
回
特
産
王
国
と
や
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

一
(
1
日
日
)

一
全
国
環
境
衛
生
大
会

(
j

m
日
)

一
国
民
年
金
法
施
行
犯
周
年
記
念
富
山
県
国
民

一
年
金
大
会

一
一
第
叩
回
富
山
県
勤
労
者
美
術
展

(
1
2
日
)

一
富
山
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会

一
富
山
県
人
材
確
保
対
策
本
部
会
議

一
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

一
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
機
械
電
子
研
究
所
竣
工

一
式

一
富
山
県
功
労
表
彰
式

一
布
施
川
ダ
ム
定
礎
式

第
お
田
富
山
県
デ
ザ
イ
ン
展

(
1
9
日
)

第
引
回
北
方
領
土
返
還
要
求
の
つ
ど
い

知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
(
上
市
町
・
舟
橋
村
)

職
業
能
力
開
発
フ
ェ
ア

(
l
旧
日
)

明
い
き
い
き
と
や
ま
パ
フ
ォ
ー
ラ
ム

県
立
中
央
病
院
改
築
工
事
起
工
式

富
山
学
園
創
立
加
周
年
記
念
式
典

第
叩
回
富
山
県
総
合
雪
対
策
推
進
会
議

近
代
美
術
館
・
高
山
辰
雄
展

(
i
ロ
月
げ
日
)

イ
メ
ー
ジ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
懇
談
会

11 
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関謡E建築住宅課
‘モデル公営住宅として10月に完成した

富山市・根塚県営住宅(パース)

豊
か
ら
質
ヘ
、

規
制
か
ら
誘
導
ヘ
、

建
築
・
住
宅
行
政
も

新
し
い
住
ま
い
づ
く
り
・
街
づ
く
り
に
向
け

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

街魅
プカ
(お
'1 3 

長i住

酒
井
・
富
山
県
の
持
ち
家
率
は
日
本
一
で
す
ね
。

|

|
去
年
の
住
宅
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
本
県
の
持
ち
家
率

・
一一
%
で
、
大
き
さ
、
部
屋
数
と
も
に
全
国

一
で
す
。

し
か
し

一
方
で
住
宅
に
対
す
る
県
民
の
意

識
調
査
で
は
、
「冬
季
に
寒
い
へ
「
収
納
ス

ベ
ー
ス
が
少
な
い
」
な
ど
県
民
の
約
半

数
が
住
宅
に
不
満
が
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。
建
築
住
宅
課
は
こ
れ
ら
の

意
見
を
参
考
に
し
て
、
ゆ
と
リ
あ

る
快
適
な
住
宅
の
実
現
の
た
め

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
一
新
、
県
営
住
宅

|

|
ど
け
快
適
な
生
活
5

1
1
-

酒
井
・
モ
デ
ル
公
営
住
宅
を
造

っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
ど

3
1
1
市
l
b

ウ
ン
に
、
落
雪
型
は

上
平
村
に
そ
れ
ぞ
れ

モ
デ
ル
住
宅
を
造
リ
、

実
際
に
住
ん
で
い
た
だ
い
て
そ
の

効
果
を
確
か
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
載
雪

型
は
、
全
体
の
工
事
費
の
三
l
四
%
ア
ッ
プ
で
手

軽
に
で
き
る
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。
雪
に
強
い
住
宅
づ

街
え
ト
ー
タ
ル
ア
ア
ヴ
、
ン
ョ
、

5
時
代

l

街
。
顔

γ〈“
F

い
い
土
盤
貝

J
t
y
t

く
リ
に
関
す
る
研
究
は
、

富
山
県
が
全
国
で

番
進
ん
で
い

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

酒
井
・
富
山
駅
前
な
ど
で

再
開
発
が
進
ん
で
い

ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
で
す
か
。

1

1

既
存
の
密
集
し
た
老

朽
建
物
を
取
除
き
、

そ
の

跡
地
に
高
層
ビ
ル
等
を
建

て
て
土
地
の
有
効
利
用
を

図
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
七
月
に
か
富
山

駅
前
景
観
会
議
。
が
設
置

さ
れ
、
民
間
の
方
々
も
加

わ
っ
て
調
和
の
と
れ
た
街

づ
く
リ
を
目
標
に
、
県
都

の
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
景

観
形
成
に
積
極
的
に
取
リ

村平上明

街

区
で
再
開
発
事
業
が
進

一
寸
め
ら
れ
、
最
後
に
残
っ
た

盟

須
田
街
区
に
つ
い
て
も
今

落

年
中
の
着
工
を
目
標
に
計

組
ん
で
い
ま
す
。

今
、
駅
前
で
は
四
つ
の

の
よ
う
な
住
宅
で
す
か
。

ー
l
十
月
に
完
成
し
た
富
山
市
の
根
塚
県
営
住
宅
て
は
、
外

観
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
配
慮
し
、
魅
力
的
な
都
市
空
間
を
創
出

す
る
と
と
も
に
、
新
婚
世
帯
、
高
齢
者
・
身
体
障
害
者
等
の

多
様
な
二

l
ズ
に
応
じ
る
た
め
、

2
D
K
か
ら

3
L
D
K
ま

で
の
十
三
タ
イ
プ
の
間
取
リ
を
取
揃
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、

室
内
の
段
差
を
な
く
し
た
リ
、
掘
ゴ
タ
ツ
や
使
い
や
す
い
浴

槽
、
非
常
の
場
合
の
通
報
シ
ス
テ
ム
も
組
み
こ
ん
で
住
み
や

す
さ
や
安
全
性
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

一
割

叩
宅

帽
住

叩

尚
早
口

砲
県

吋
概

J
A
 

.根塚県営住宅外観

14 

雪
国
の
屋
根
お
ζ
ー
に
終
止
符
/

酒
井
・
豪
雪
に
な
る
と
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
大
変
で
す
。
雪

お
ろ
し
を
し
な
い
で
済
む
住
宅
が
あ
る
と

い
い
ん
で
す
け
ど

ね
。

l

l
雪
に
強
い
住
宅
と
じ
て
は
、
柱
を
太
く
し
て
重
い
雪
に

も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
載
雪
型
、
屋
根
雪
を
融
か
す
融

五
型
、
屋
根
雪
を
自
然
に
落
と
す
落
雪
型
の
三
種
類
が
あ
リ

ま
す
。
載
雪
む

・
融
雪
型
は
、
富
山
市
の
月
岡
グ
リ
ー
ン
タ

画
を
進
め
て
い
ま
す
。

酒
井
・
駅
前
は
ま
さ
に
「
富
山
県
の
顔
」

目
で
み
た
景
観
づ
く
り
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、

長
し、

、

15 



と
し
て
全
国
的
に
有
名
。
戦
前
か
ら
関
西
、
関
東
、
北

海
道
な
ど
ヘ
出
荷
さ
れ
て
い
た
。
「
家
て
は
父
親
が
六
十

年
く
ら
い
前
に
木
を
植
え
た
の
が
始
ま
リ
て
、
そ
の
時

は
数
本
だ
づ
た
の
が
今
で
は

二
百
本
余
リ
に
増
え
ま

し
た
U

と
仲
筋
英
生
さ
ん
。
い
っ
し
ょ
に
生
産
組
合
を

組
織
し
て
い
る
城
端
と
福
光
を
合
わ
せ
る
と
栽
培
面
積

は
約
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
四
百
戸
の
生
産
農
家
て
、
多

い
時
は
七
百
万
個
を
出
荷
す
る
。

「
渋
み
を
抜
く
た
め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
や
は
リ

乾
燥
で
す
。
こ
れ
も
屋
外
て
の
自
然
乾
燥
か
ら
ガ
ラ
ス

の
温
室
内
で
の
乾
燥
ヘ
、
さ
ら
に
最
近
て
は
電
気
乾
燥

機
を
使
う
よ
う
に
な
リ
ま
じ
た
。
そ
れ
以
外
の
工
程
、

例
え
ば
子
も
み
な
ん
か
は
や

っ
ぱ
リ
子
聞
が
か
か
リ
ま

----------E
す
よ
U

仲
筋
さ
ん
が
都
会
か

甘

く

て

大

き

な

一

宮

妃

砂

子

市

ら
U
タ
ー
ン
し
た
昭
和
五
十

4
E
4
1
-
J
S
G
j
s
T
、フ
κν

町一
4
h
1
年
頃
は
、
ガ
ラ
ス
の
温
室
が

建
っ
た
り
、
電
気
皮
む
き
機

i
1
1
1
1
1
1i
j/
〆

が
導
入
さ
れ
た
リ
て
、
干
柿

議

議

、

i
v
柿

生
産
農
家
に
と
っ
て
は
大
き

九

言

キ

?

:

'

岬

な
転
機
を
迎
え
て
い
た
時
期

γ

い一一

N
vi
一山
一

男

で

あ

っ
た
。

E
F匝
背

反

「

帰

っ
て
き
て
か
ら
十
五
年

歯
園
園
田

闘

関

口
だ
け
ど
、
生
産
者
の
中
て
は

祖
国
圃
圃
薗
圃
・
・
・
閉
繊
幽
・
闘
改

〉」

輔
副
圃
圃
翻
園
駅

』

用

い
つ
も
私
が

一
番
若
い
方
だ

語
趨
蝿
掴
圃
・
・
・
明
蝉
幽
・

p
e歩
、

盟国

関
鴻
調
必
恩
朝
刊

贈

ね
。
若
い
人
が
敬
遠
す
る
か

，

ら

、

な

か

な

か

生

産
量
が
増

え
ま
せ
ん
よ
。
市
場
で
は
好
評
て
、
も

っ
と
た
く
さ
ん

欲
し
い

っ
て
言
わ
れ
と
る
ん
だ
け
ど
ね
U

大
変
お
い
し

い
と
評
判
な
福
光
の
干
柿
は
、
年
末
の
贈
答
用
と
し
て

十
二
月
い

っ
ぱ
い
ま
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

ふるさと
みてある

福
、E九
J~ 

間J

¥ 
/>' 
"; 

福光町の概要 九¥ィ i(" J.'¥_ ') 

人 口 22.187人(10月1日現在、県人口統計調査より)

面 積 167.74平方キロメートル

医王山のふも と、小矢部川が流れる豊かな田園地帯で、

版画家・棟方志功が創作の日々を送った町。愛染苑や光

徳寺には当時の作品が多数所蔵されている。

また、木製パット や米菓の生産でも有名。

三
方
を
山
に
固
ま
れ
、
町
の
中
央
を
小
矢
部
川
が
流

れ
る
福
光
町
口
ニ
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
田
園
地

帯
で
は
、
秋
に
な
る
と
キ
レ
イ
に
皮
が
む
か
れ
た
柿
が

い
く
つ
も
つ
な
が
れ
た
ヒ
モ
を
幾
重
に
も
吊
る
し
た
光

景
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
。

福
光
の
干
柿
は
大
粒
の
三
社
柿
て
、
年
末
の
贈
答
用

川
一

ろ
な
こ
と
が
あ

っ
た
け
ど
、
生
産
量
は
こ
の
六
十
年
間

ど
ん
ど
ん
減
リ
続
け
と
る
わ
。
前
は

一
日
に
百
一止

4

も
の

注
文
が
あ
っ
て
お
祝
い
し
た
時
も
あ
る
が
だ
け
ど
、
今

じ
ゃ

一
日

一
人
も
来
れ
ば
い
い
方
だ
ね
U

そ
う
言
え
ば
、

最
近
麻
が
使
わ
れ
る
の
は
神
社
の
装
束
、
幕
地
、
の
れ

ん、

獅
子
舞
い
の
か
や
ぐ
ら
い
し
か
な
い
。

麻
の
茎
繊
維
を
手
で
さ
い
て

一
本

一
本
つ
な
ぎ
合
わ

せ
て
糸
を
作
リ
、
伝
統
的
技
法
て
手
織
リ
さ
れ
て
い
る

の
は
福
光
と
奈
良
だ
け
。
「
麻
も
弱
く
な
っ
て
き
た
ね
。

昔
は
同
じ
太
さ
な
ら
鉄
よ
リ
強
い
っ
て
言
わ
れ
と
っ
た

ん
だ
け
ど
・
:
U
と
舟
岡
さ
ん
。

「
こ
の
辺
リ
で
は
糸
を
紡
ぐ
人
が
三
十
人
、
布
を
織
る

人
が
十
人
し
か
お
ら
ん
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
も
ほ
と

ん
ど
が
七
十
か
ら
八
十
歳
の
人
で
、
後
継
者
は
だ
れ
も

お
ら
ん
わ
。
み
ん
な
趣
味
と
か
生
き
が
い
て
や
っ
と
ら

れ
る
か
ら
ね
U

量
産
で
き
な
い
福
光
麻
布
は
、
平
成
二

年
十

一
月
今
上
天
皇
即
位
の
礼
の
古
装
束
用
に
、
今
か

ら
織
り
始
め
ら
れ
て
い
る
。

手
を
削
っ
て
石
を
削
る

結
石
細
工

小
矢
部
川
の
上
流
は
、

の
場
所
。
福
光
て
は
、

日
本
て
砥
石
が
採
れ
る
唯

一

明
治
の
初
め
か
ら
こ
の
砿
石
を

使
っ
た
盃
や
装
飾
品
が
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
色
彩
は
、
黄
、
紅
、
紫
、
臼
な
ど

多
種
多
様
で
、
中
国
玉
に
優
る
美
し
さ

と
硬
度
を
有
し
て
い
る
。

「
こ
の
仕
事
は
石
を
削
る
と
同
時
に
、

自
分
の
子
も
削
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
す
日
と
水
口
秀
治
さ
ん
。
手
の
ひ
ら

は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
血
が
に
じ
ん
で
い
る
。
を

ろ
く
ろ
の
よ
う
な
機
械
で
原
石
を
回
レ
、

同

水
と
砂
て
削
っ
て
い
く
た
め
、
手
を
削
る
こ
と
も
多
々

あ
る
そ
う
だ
。

「
作
リ
始
め
て
八
年
で
す
け
れ
ど
も
、
盃
は
な
ん
と
か

見
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
香
炉
や
ぐ
い
呑
み

は
深
み
が
あ
る
か
ら
均

一
の
厚
さ
に
す
る
の
は
難
し
い

で
す
ね
。
親
父
が
言
う
に
は
、
石
の
特
性
に
よ
っ
て
若

干
厚
め
に
し
た
リ
、
薄
め
に
し
た
リ
す
る
も
の
が
あ
る

ら
し
い
け
ど
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
は
わ
か
リ
ま
せ
ん
ね
U

水
口
家
が
砥
細
工
を
製
作
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、

秀
治

宮
中
の
御
用
布

福
光
麻
布

「前
は
日
本
中
の
ど
こ
で
も
麻
織
物
を
作
っ
と

っ
た
ん

と
語
る
の
は
、
福
光
て
麻
布
商
を
営
む
舟
岡
喜

一
郎
さ長;'" 
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ん
。
現
在
日
本
に
残
っ
て
い
る
麻
布
産
地
は
、
新
潟
、

能
登
、
滋
賀
、
奈
良
、
鹿
児
島
と
福
光
の
六
ヶ
所
し
か

な
い
。
中
て
も
福
光
の
麻
布
は
品
位
優
秀
で
、
昭
和
三

年
の
昭
和
天
皇
御
大
典
の
礼
に
は
幕
地
二
千
反
が
御
用

達
さ
れ
、
ま
た
平
成
元
年
の
昭
和
天
皇
大
葬
の
礼
の
際

に
は
二
百
四
十
反
の
福
光
麻
布
に
よ

っ
て
全
部
の
古
装

束
が
作
ら
れ
て
い
る
。

「
も
う
六
十
年
余
リ
こ
の
商
売
や
っ
と
る
か
ら
い
ろ
い

さ
ん
で
四
代
目
。
砥
細
工
に
関
し
て
は
百
年
以
上
の
伝

統
が
あ
る
。

「学
校
を
出
て
か
ら
東
京
で
し
ば
ら
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

を
し
て
た
ん
で
す
よ
。
帰
っ
て
き
て
旺
細
工
を
始
め
た

こ
ろ
は
涙
が
出
る
ほ
ど
つ
ら
か
っ
た
け
ど
、
き
れ
い
に

作
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
は
だ
ん
だ
ん
お
も
し
ろ
く

な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
な
ん
と
言
っ
て
も
自
分

一
人
て

最
初
か
ら
最
後
ま
て
作
れ
ま
す
か
ら
ね
U

伝
統
の
技
を

修
得
す
る
た
め
、
水
口
さ
ん
は
今
も
修
業
中
だ
。

*
注
1

一
応
(
布
地
二
反
を
単
位
と
し
て
数
え
る
こ
と
ぱ
)
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す
。
山一…
四
ダ
ム
を
建
設
す
る
と
き
の
苦
闘
を
描
い
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
小
説
、
木
本
正
治
の
「
黒
部
の
太
陽
」
も
そ
の

一
つ。

こ
の
作
品
は
、

三
船
敏
郎
、
石
原
裕
次
郎
ら
の
出
演

で
映
画
化
さ
れ
、

全
国
民
の
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

有
峰
を
舞
台
に
し
た
も
の
で
は
、
清
い
純
愛
ロ
マ
ン
小
説

中
河
与

一
の

「天

の
夕
顔
」
が
有
名
。
大
多
和
峠
を
越
え
、

身
を
没
す
る
草
を
か
き
わ
け
で
有
峰
に
入
る
シ
ー
ン
が
感
動

的
で
す
。

ま
た
、
白
馬
岳
を
は
じ
め
と
す
る
立
山
連
峰
の
雄
姿
が
描

か
れ
て
い
る
新
田
次
郎
の
「
強
力
伝
」
、

黒
百
合
の
花
と
早
百

合
姫
の
伝
説
が
哀
調
を
こ
め
て
語
ら
れ
て
い
る
今
東
光
の
「
お

吟
さ
ま
」
は
そ
れ
ぞ
れ
第
三
十
四
回
、
第
三
十
六
回
の
直
木

賞
受
賞
作
品
で
す
。

こ
の
他
、
自
然
で
は
、
魚
津
の
し
ん
き
ろ
う
を
扱

っ
た
も

…，E'
11れ
の
も
多
く
、
柴
田
錬
三
郎
の
「
唇
気
楼
」
や
江

開

i
h
a
aを
ま

t
na

f
i
-
-

戸
川
乱
歩
の

「
押
絵
と
旅
す
る
男
」
な
ど
が
あ

り
ま
す

d

ま
た
、

富
山
市
が
舞
台
と
な

っ
た
も
の
で
有
名
な
の
が
宮
本
輝
の

「
蛍
川
」
。
主
人
公

の
異
性
へ
の
関
心
を
背
景
に
北
陸
有
数
の

商
人
だ

っ
た
父
の
失
意
の
う
ち
の
死
と
そ
の
悲
し
み
に
耐
え

る
母
の
姿
。
そ
れ
に
富
山
の
雪
、
桜
、
ホ
タ
ル
を
イ
メ
ー
ジ

に
加
え
、

青
春
の

は
か
な
さ
を
描
い
た
作
品
で
す
。

ま
た
、
よ
く
文
学
作
品
の
舞
台
に
な

っ
て
い
る
の
が
風
の

盆
の
ま
ち
、
八
尾
。
越
中
お
わ
ら
の
郷
愁
を
そ
そ
る
よ
う
な

哀
切
の
調
べ
が
登
場
人
物
や
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
に
効
果
が

あ
る
の
か
、
五
木
寛
之
の
「
風
の
似
」
や
高
橋
治
の
「
風
の

盆
恋
歌
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
小
説
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

立
山
・

黒
部
の
大
自
然
も
小
説
の
舞
台
に
よ
く
登
場
し
ま

一
ド
々
様
子

一
J
U
-訟
〉

L
川
一
陵
情

一てご
H
fνで

・

3
u

込
@
議
場

~ilj.と~~滋始b

庄
川
の
小
牧
ダ
ム
と
そ
の
流
木
権
を

め
ぐ
る
流
木
事
件
も
よ
く
題
材
に
な
っ
て
い
ま

す
。
一a

一島
由
起
夫
の

「
山
の
魂
」
を
は
じ
め
、

高
見
順
の
「
流
木
」
、
源
氏
鶏
太
の
「
青
春
の
旅」

な
ど
に
登
場
し
て
い
ま
す
。

一
あ
え
0

・
主
之

県
内
を
舞
台
に
し
た
小
説
の
登
場
人
物
に
つ
い

一
2
20fvA
て
富
山
県
歌
人
連
盟
の
米
国
憲
三
氏
が
県
広
報
と

一
途
銚
和
子

一

や
ま
の
中
で
次
の
よ
う
な
考
察
を
し
て
い
ま
す
。

と
や
ま
の
女
性
の
場
合

①
暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
女
性
で
救
い
よ
う
の
な

い
不
幸
を
背
負
っ
て
い
る
。

「
七
夕
の
町
」
(
井
上
靖
)
の
喫
茶
屈
の
娘

右
頬
に
青
い
癒
を
持
ち
、
死
ぬ
こ
と
の
み

思
い
つ
め
て
い
る
。

「
風
の
枢
」
(
五
木
寛
之
)
の
理
絵

戦
争
中
に
残
虐
な
行
為
を
し
て
い
た
父
の

過
去
を
知

っ
て
し
ま
い
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な

フ
Q

。

②
非
情
で
打
算
的
。
そ
の
激
し
さ
の
た
め
に

破
滅
を
招
く

「
け
も
の
み
ち
」
(
松
本
清
張
)
の
民
子

支
配
人
に
そ
そ
の
か
さ
れ
、
脳
軟
化
症
の

三島!
と;7:猿;

柏原兵三「祝言」

「浸蝕」

佐多稲子「水」

.宇奈月田T
かつをきんや「まぼろしの木橋」

志賀 直「早春の旅J

新田次郎 「山の鏡」

吉村 昭「高熱障道」

「水の葬列」

加藤 簾「黒部川」

.;骨川市

西野辰吉「鍋割月 J

E上市町
新田次郎「銅岳・点の記」

「チンネの裁きJ

.立山町
野村尚吾「アルフ。スの見える庭J

森村誠一「恐怖の骨格」
「日本アjレプス殺人事件」

新田次郎「孤高の人」
斎藤 栄「黒部ルート殺人旅行J

E大山田T
中河与一「天の夕顔」

.大沢野町
大井冷光「姉倉比売」

・婦中町
新国次郎「神通)11J 

本田英郎「神通川」

.八尾町
長谷川伸「一本力土俵入」
五木寛之「風の枢」

西沢裕子「風の盆J

山本茂美「あ〉野麦峠J

.小杉町
野村胡堂「不義士の子右門」
須山ユキエ「延段J

a福岡町

泉 鏡花「義血侠血J

E小矢部市
藤枝静男「凶徒;奪回三蔵」

泉 鏡花「皇女部」

吉川英治「新平家物語」
北条 誠「虹の設計」

後 一雄「木曽義仲」
柴田道子「谷間の底からJ

・砺波市
稲垣一城「チベッ卜J

「乱世」

海音寺湖五郎「天と地とJ

江夏美好「下々の女」

井村和;青「飛鳥へ、

そしてまだ見ぬ子へ」

箇富山市

中野重治「むらぎも」
泉 鏡花「黒百合」

小寺菊子「河原の対面」

「哀しき祖母」

「父の努」
「朱蝋燭の灯影」

「念仏の家」

野坂昭如「好色の魂」
高橋辰雄「梅原北明」
佐藤愛子「花はくれないJ

井上 清「七夕の町」

坂口安吾「富山の薬」
徳田秋声「思ひ出るまま」
水芦光子「反魂丹」

小島政二郎「眼中の人」

飯島耕一「冬の幻J

岩倉政治 r1¥トムギの夏」

松本直治「原発死」

加藤 秀「姿なき企業殺人」
林えり子「愛せしこの身なれど」

源氏鶏太「わが文壇的自叙伝」
宮本輝「蛍)11J 

井伏鱒ニ「漂民宇三郎」

井口文秀「コーリャよはばたけ」

宿田 稔 r'l毎恨J

富士靖司「カ ッパ先生行状記」
川村久志「土曜の夜の狼たち」

那須田稔「ワシリイのむすこ」

・高岡市
井上 清「七夕の町J

稲垣一誠「チベット」
北沢喜代治「日之島の女」
森山 啓 「乱れ雪」

「自然の子」

室生朝子「父犀星の秘密」
文兵「天平のむらさき」

室生犀星「美しき氷河」
堀田善衝「若き臼の詩人たちの肖{象」

「乱世の文学者」

「鶴のいた庭」

松本清張「けものみちJ

吉屋信子「はぎ女事件J

木々康子「蒼龍の系譜」
三島霜川「霊泉」

「水郷J

-R今月
か
ら
始
ま
っ
た
「
と
や
ま
ア
ラ
カ
ル
ト
」
。
四
月
号
ま
で
の

五
回
連
載
し
ま
す
。
第
一
回
は
、
小
説
と
富
山
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

県
内
作
家
で
有
名
な
の
が
富
山
市
出
身
の
源
氏
鶏
太
。
会

社
に
勤
め
な
が
ら
書
い
た
「
英
語
屋
さ
ん
」
で
第
二
十
五
凶

の
直
木
賞
を
受
賞
。
そ
の
後
、
戦
後
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
重
役

の
姿
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
描
い
た
「
三
等
重
役
」
他
、

「
天
下
泰
平
」
「
大
安
吉
日
」
な
ど
笑
い
と
ペ
ー
ソ
ス
に
あ
ふ

れ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
小
説
で

一
世
を
風
康
し
ま
し
た
。

朝
鮮
戦
争
に
衝
撃
を
受
け
た
知
識
人
の
苦
悩
を
描
い
た
「
広

場
の
孤
独
」
で
第
二
十
六
回
の
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
の
が
高

岡
市
出
身
の
堀
田
善
衛
。
国
際
感
覚
と
社
会
的
洞
察
力
の
鋭

い
新
し
い
タ
イ
プ
の
作
家
と
し
て
「
歴
史
」
「
時
間
」
「
審
判
」

な
ど
政
治
・
社
会
小
説
を
続
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
芥
川
賞
と
い
え
ば
、
高
岡
市
ゆ
か
り
の
木
崎
さ
と

子
も
そ
の

一
人
。
礼
が
ん
に
胃
さ
れ
た
年
配
の
女
性
が
ひ
た

す
ら
病
気
に
耐
え
て
い
く
様
を
拙
い
た
「
青
桐
」
で
第
九
十

二
回
の
芥
川
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
他
の
著
書
に
は
、

氷
見
を
舞
台
に
し
た
「
沈
め
る
寺
」
や
エ
ッ
セ
イ
集
「
愛
の

聖
母
子
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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¥、

夫
を
焼
殺
す
る
。
最
終
的
に
は
、
支
配
人
に
だ
ま
さ
託

ガ
ソ
リ
ン
を
か
け
て
殺
さ
れ
る
。

③
母
性
的
な
温
か
さ
、
豊
か
さ
を
持
つ
。

「
一
本
万
土
俵
入
り
」
(
長
谷
川
伸
)
の
お
蔦

無

一
文
で
腹
ぺ
こ
の
相
撲
取
り
に
酌
婦
の
身
な
が
ら
か

ん
ざ
し
、
巾
着
な
ど
を
恵
む
。

総
じ
て
見
て
い
く
と
①
、
②
型
が
多
く
、
③
型
は
少
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
富
山
県
の
風
土
と
か
県
人
気
質
に
つ
い

て
の
作
家
の
認
識
に
関
わ
る
こ
と
な
の
だ
が
、
木
崎
さ
と
子

の
「
青
桐
」
の
よ
う
に
富
山
を
深
く
知
る
作
家
の
作
品
に
出

て
く
る
富
山
の
女
性
は
知
的
で
暗
さ
が
な
い
。
作
家
の
中
に

は
、
富
山
イ
コ
ー
ル
灰
色
・

曇
天

・
陰
湿
・
打
算
な
ど
の
既

成
観
念
が
あ
る
人
も
い
る
よ
う
だ
。
と
。

⑨
 

美
し
い
自
然
と
豊
か
な
人
情
が
い
っ
ぱ
い
の
富
山
県
。
富

山
を
深
く
知

っ
て
も
ら
い
、
い
い
作
品
を
た
く
さ
ん
書
い
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
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.福野町

岩倉政治「空気がなくなる日」
「新しき道義」
「田螺のうた」

「稲熱病」

「草むらの語り」

「村長田記」

「無告の記」

「冬を簸る村」

「行者道宗」

国庄川町

高見 順「流木J

三島由起夫「山の魂」

.井波町
真 伸 彦 「無明」

河東碧梧桐「続三千里」

鳳福光町

室生犀星「医王山」

聞平村

室生犀星「大槻伝蔵J

勝尾金弥「五箇山ぐらし」

.上平村
菊村 到「くれなずむ五箇山」
筆内幸子「悲恋の五笛山流刑」

高道正信「五箇山哀話」
源氏鶏太「父祖の地の娘」

岩倉政治「行者道宗」

.新湊市
松本清張「疑惑J

.魚津市
江戸川乱歩「押絵と旅する男」

柴田錬三郎「霊気楼」

山室 静「畳気楼の町」
海音寺湖五郎「天とI也と」
笹沢左保「能登の雨が呼んだ」

・氷見市
杉本苑子「燐の譜」

川俣晃自「般若心経」
三島 正「光る雨の中のふたり」

横光利一「紋章」

岩倉政治「大伴家持J

「煙草」

「かなしい歌うれしい歌」
杉本久秀「回遊魚」

多胡羊歯「くらら咲く頃」

能坂利雄「氷見宗忠の面」

「北陸の剣豪」

武田泰淳「貴族の階段」

室生犀星「杏っ子」
村 上元三 「流雲の賦」

野 村尚吾「浮標燈」

尾 崎士郎「石間三成」

松本清張「波の塔」

杉浦明平「生き残りJ

・朝日町
森 鴎外「山槻太夫」

松谷みよ子「センナじいとくま」
櫨 一雄「尼僧殺し」
泉 鏡花「湯女の魂」

.入善町
柏原兵三「長い道」



『
障
害
者
3
日
」
の
お
知
、
う
ぞ

十
二
月
九
日
は
、
「
障
害
者
の
日
」
で
す
。

こ
の
日
は
、
国
民
の

一
人
ひ
と
り
、が
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
を
正
し
く
理
解
し
、

積
極
的
に
支
援
の
手
を
差
し
の
べ
る
こ
と
で
障
害
者
の
社
会
参
加
を
助
長

・
促
進
し
、

障
害
者
の

「完
全
参
加
と
平
等
」
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

県
民
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
の
趣
旨
を
正
し
く
理
解
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

E 二二二二二二二二E

4r_ ....... τ'7二ヨ司
4r .一一一

.....-=二二二二I 二二二孟

-一----=-一一ーー-
E--園田」 且園園園園圃-

e〆E、、
ち
ょ
っ
ぴ
り
自
慢
し
て
も
い
い
か
な

道議

主

題

-
モ
ニ
ュ
メ
ン
卜
・
彫
刻
の
あ
る

私
の
「
ま
ち
」
「
ひ
ろ
ば
」
「
は
し
」

・
出
会
い
の
「
ま
ち
か
ど
」

-
私
の
好
き
な
「
ま
ち
な
み
」
「
街

路
(
み
ち
)
」

-
一
般
の
部

・
学
生
の
部

(
高
校
生
以
下
)

-
サ
イ
ズ
白
黒
・
カ
ラ

l
プ
リ
ン

ト
で
サ
ー
ビ
ス
判
か
ら
四
ッ
切
り

ま
で

部

門

応

募

-
作
品
の
裏
に
、
題
名
・
撮
映
場

所
・
年
月
日
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
住
所
・
電
話
番
号
・
職
業
・

応
募
部
門
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

干

一
一
三
東
京
都
文
京
区
本
郷

二
の
十
七
の
三
号

広
和
レ
ジ
デ
ン
ス
他

日
本
交
通
計
画
協
会
内

第
七
回
「
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」
事
務
局
ま
で

締

切

平

成

元

年

十

二

月

末

日

※
詳
し
く
は
、
県
庁
都
市
計
画
課
ま
で

送
り
先

コンロ
ス
ト
ー
ブ
火
災
の

防
止

3
め

昨
年
十
一
月
か
ら
今
年
二
月
ま
で
に
発
生

し
た
火
災
の
四
割
は
、
コ
ン
口
、
又
は
ス
ト

ー
ブ
に
よ
る
も
の
で
、
毎
年
火
災
原
因
の
一

位
、
二
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

天
ぷ
ら
油
や
ス
ト
ー
ブ
を
使
っ
て
い
る
と

き
は
、
そ
の
取
扱
い
に
十
介
注
意
し
、
火
災

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

人
権
週
間

講
演
と
映
画
の会

-
演
題

「
二
つ
の
選
択
」

色
彩
あ
る
社
会
活
脱
色
さ
れ
た

社
会

静

岡

県

立

大

学

講

師

石

川

准

「
熱
き
選
択
」

十
二
月
七
日
嗣

十
三
時
三
十
分
l

高
志
会
館
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

十
二
月
八
日
働

十
三
時
三
十
分
l

高
岡
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
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-
講
師

・
映
画

・
富
山
会
場

-
高
岡
会
場

⑨

入

場

料

無

料

※
詳
し
く
は
、
県
庁
県
民
生
活
課
ま
で



県からのお知らせ

広域基幹林道牛首線竣工式

中部縦貫自動車道安房トンネル起工式

県営ほ場整備事業般若地区完工式

人材確保対策本部会議

高山辰雄展開会式

第7回富山県駅伝競争大会

l県民カレッジ|

特別公開講演会

|ビデオ講座|

-
演
題

「
生
物
学
の
進
歩
と
人
閣
の
未

来」

-
講
師

お
茶
の
水
女
子
大
学
院
研
究
科

長

-
日
時

十太

月里
J¥瓜

日 郎
働

十
八
時
j
十
九
時
三
十
分

-
場
所

教
育
文
化
会
館
集
会
室

-
受
講
料

無
料

(
整
理
券
が
必
要
)

※
詳
し
く
は
、
県
民
カ
レ
ッ
ジ
ま
で

0
7
6
4
・
引
・

8
6
3
5

'議
予
約
受
け
付
け

THE 100 ARCHITECTURE 
IN TOYAMA I「百」の共感 |

「富山の建築百選」
富山の建築百選実行委員会では、現在富山の建築百

選を掲載 した記念誌の刊行を準備しています。予約を

希望される方ははがきで下記まで。

〈仕様〉・判型250X250・頁数180頁・価格3千円

干930富山市愛宕町会4富山県建築会館内

建築百選実行委員会

県立大学シンボルマーク入選者表彰式

富山県スポーツ奨励賞授与式

農業技術センター創立100年記念式典

第19回明日を拓く青年の翼、 第9回豊かな郷土

を拓 く婦人の翼結団壮行式

第6回特産王国とやまフェスティパル(~15 日)

第37回富山県下消防署消防操法大会

第40回富山県勤労者美術展(~22 日)

広域基幹林道牛岳線竣工式

第 1田富山県ボランティア大会

10月11日

10月12日

10月14日

10月16日

10月19日

10月20日

10月21日

10月24日

10月26日

10月27日

消
費
者
ス
ク
l
ル
公
開
講
座

演
題

「環
境
問
題
と
暮
ら
し
」

講
師

神
戸
学
院
大
学
教
授

藤
井
正
美

日
時

十
二
月
八
日
働

十
三
時
三
十
分

i
十
五
時
三
十
-分

場
所

富
山
市
安
住
町
七
l
十
八

第
一
生
命
ビ
ル
八
階

入
場
料

無
料

※
詳
し
く
は
、
富
山
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

(0
7
6
4
・
辺
・

2
9
4
9
)
ま
で

無
事
故
で
つゆ
な
ご
う
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く
年
く
る
年

十
二
月
十
一
日
か
ら
平
成

二
年
一
月
十
日
ま
で
の

一ヵ

月
問
、
年
末
・
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
は
、「
北
陸
路
無
事
故
で
つ
な
ご
う
ゆ

く
年
く
る
年
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

一
、
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
防
止

ニ
、
降
雪
時
の
交
通
事
故
防
止

三、

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

の
三
点
を
重
点
と
し
て
、

運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

お
互
い

に
交
通
ル

l
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故

の
な

い
明
る
い
年
末
・
年
始
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

平成2年1月街頭献血日程
日 曜 場 所 時 間

高岡駅前 10 : 00 ~ 1 5 : 30 
6 土

富山西武前 1 0 : 00 ~ 1 6 : 00 

7 日 富山西武前 1 0 : 00 ~ 1 6 : 00 

8 月 砺波市役所前 1 0 : 00 ~ 1 5 : 30 

11 木 新湊市役所前 1 0 : 00 ~ 1 5 : 30 

高岡駅前 1 0 : 00 ~ 1 5 : 30 
15 月

富山西武前 1 0 : 00 -1 6 : 00 

19 金 小矢部市役所前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

20 土 魚津市「サンプラザ‘」前 1 0 : 00 -1 5: 30 

21 日 富山市中央通り 1 0 : 00 -16 : 00 

25 木 福光町役場前 10 : 00 -1 5 : 30 

高岡駅前 10 : 00 -1 5 : 30 
27 土

富山駅前 1 0 : 00 -1 6 : 00 

28 日 高岡駅前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

29 月 福野町役場前 1 0 : 00 -1 5 : 30 
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林業技術センター林業試験場・林業普及センタ

ー竣工式

第2回博覧会企画委員会

富山県工業技術センター機械電子研究所竣工式

第4回イベント懇話会

富山県功労表彰式

教育功労者等表彰式

一日部長辞令交付式

布施川ダム定礎式

第29田富山県デザイン展( ~ 9日)

'89とやま北方領土展(一15日)

10月29日

10月31日

11月1B 

11月6日

11月7日

11月10日

11月2B



児
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24 明治・棟梁の夢建築住ま

-圃・・・・-園田園田----・・圃・・・

T
O
Y
A
M
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みなさんの相麟窓口
・'~t:i制開制町~~・ g到達ヨ調同副町~F..I
消費生活センター 富山県受通事担相談所東別館1階

富山市安住町7-18 宮 (0764)31-41竹内759
安住町第一生命ピル内

(一般相談は)

宮 (0764)32-9233
(金融相談は〉

宮 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766)25-2777 

-・I~;院111・r :;司・・

-哩IJ"~竃E・E・f'"奮
高齢者や家族の心配ごと、
悩みごとに富山県高齢者
総合相談センター
富山市舟橋南町5-]4
社会福祉会館内

宮 (0764)41 -4 1 1 0 

家庭問題・悪質商法 ・覚
せい剤など、どんな相談
にも応じます。

ヨニ ワルイヒトナシ

宮 (0764)42-0110 

-・・・・・.g_;~・個・ー~~F.・・・・・・・・
富山市新総曲輪卜7(県庁内)

宮 (0764)3ト4111附
31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父21l(総合庁舎肉)

宮 (0766)21-9411附

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765)24-5311附

砺波市幸町ト7(総合庁舎内)

宮 (0763)33-5151附

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

談相民県

新開~wst!A
・北日本、富山、読売、北陸中日
毎月第E土曜日

「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日

「みんなの県政」
・朝日、毎日
毎月第2、最終土曜日

「県からのお知らせ」

ラジオ広報R ADIO
・FMとやま
「ふれあいホットライン」

県内各地からホットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日

見てください・聞いてください、県からのホットニュース

テレビ広rv

富
山
市
五
百
羅
漢

第
日
回
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
・

フ
ラ
ウ
二
|
・

ラ
リ
ー

エ
ッ
セ
イ
安
孫
子
素
雄

ひ
と
牧
野
孝
喜

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

①
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

機
械
電
子
研
究
所

②
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

試
験
場
と
普
及
セ
ン
タ
ー

③
青
年

・
婦
人
の
翼

④
特
産
王
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

特
集
県
政
こ
の

一
年

県
庁
探
訪
建
築
住
宅
課

ふ
る
さ
と
み
で
あ
る
記
福
光
町

と
や
ま
ア
ラ
カ
ル
ト

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

編
集
後
記

刷9:30-9:35

-北日本放送毎週日曜日-AM8:00-日:30
「こんにちは富山県です」
12/3 富山の国際化の現状
12/10 とやま商人道を求めて
12/17 各地にみる特産昂づくり
12/24 とやまの歌謡曲を訪ねて
12/31 平成元年、今年の一年

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00-9:30 
r1l0万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」

-R福光
の
麻
布
商
舟
岡
喜

一
郎
さ
ん
は
八

十
五
歳
。
奥
さ
ん
と

一
緒
に
取
材
に
応
じ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
婚
し
て
六
十
二

年
だ
け
あ

っ
て
、
ま
さ
に

一
心
同
体
。
麻

の
話
に
し
て
も
、
口
数
の
少
な
い
御
主
人

を
奥
さ
ん
が
補
足
、

写
真
を
撮
る
時
も
御

主
人
の
少
し
後
で
笈
々
と
た
た
ず
ん
で
い

る
。
い
い
奥
さ
ん
で
す
ね
1
う
ら
や
ま
し

い
。

(
M
)

女
と
あ
る
よ
く
晴
れ
た
日
、

立
山
連
峰
を

ボ
|
ツ
と
み
て
い
た
ら
、
山
々
が
こ
ち
ら

を
見
て
笑
っ
て
い
ま
す
。
「
ハ
ハ
ハ

ァ
、
僕

た
ち
に
挑
戦
し
た
か

っ
た
ら
い
っ
て
も
来

な
さ
い
。
か
わ
い
が
っ
て
や
る
か
ら
」
と
。

今
ま
で
こ
れ
で
も
か
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

転
ん
で
い
た
ス
キ
ー
。
今
シ
ー
ズ
ン
こ
そ

う
ま
く
な
る
ん
だ
い
。

(
T
)

犬
木
々
の
小
枝
に
ま
ば
ら
に
残
さ
れ
た
赤

く
熟
れ
た
柿
。
力
ラ
ス
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

か
な
?
何
と
も
い
え
ず
か
わ
い
い
。
て
も
、

木
枯
が
吹
い
て
ぼ
ち
ゃ
う
と
落
ち
る
日
も

近
い
の
ね
。
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N 

こ
の
建
築
、
元
来
は
砺
波
市
油
田
に
建
て
ら

れ
た
野
松
医
院
と
い
う
病
院
建
築
で
あ
る
。
昭

和
十

一
年
に
五
キ
口
程
離
れ
た
水
島
村
に
役
場

の
建
物
と
し
て
用
い
る
為
に
移
築
さ
れ
た
。
戦

後
は
水
島
村
公
民
館
と
し
て
用
い
ら
れ
て
来
た

が
、
昭
和
五
十
七
年
に
こ
の
自
動
車
博
物
館
に

再
び
移
築
、
保
存
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ

る
。こ

れ
も
擬
洋
風
建
築
で
、
大
工
棟
梁
が
伝
統

的
な
和
洋
技
術
で
も
っ
て
西
洋
建
築
を
創
ろ
う
と
す
る
時
の
典
型
的
な
ス
タ
イ

ル
の
ひ
と
つ
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

左
右
対
称
の
寄
棟
二
階
建
、
箱
形
の

外
形
に
コ

口
ニ
ア
ル
風
下
見
板
張
(
本
物
は
タ
ラ
ッ
プ
・
ボ
ー
ド
と
い
う
)
に

上
げ
下
げ
窓
、
正
面
に
ポ
ー
チ
を
付
け
そ
の
二
階
を
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
と
し
、

切
妻

屋
根
を
載
せ
、
正
面
に
破
風
(
ぺ
デ
ィ
メ
ン
卜
と
い
う
)
を
見
せ
る
。
ポ
ー
チ
、

ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
奥
の
ド
ア
や
そ
の
上
部
に
つ
け
た
半
円
形
の
明
か
り
取
り
(
夕
、
/

パ
ン
と
呼
ば
れ
る
)
、
軒
の
四
角
い
鋸
歯
状
の
意
匠

(デ
ン
テ
イ
ル
と
呼
ぶ
)
な

ど
西
洋
古
代
や
ル
ネ
サ
ン
ス
に
由
来
す
る
デ
ザ
イ
ン
を
用
い
て
い
る
。
け
れ
ど

全
体
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
和
風
の
も
の
だ
し
、
細
部
の
西
洋
デ
ザ
イ
ン
も
、

例
え
ば
、
正
面
破
風
が
決
し
て
ギ
リ
シ
ア
式
の
ペ
デ
ィ
メ
ン
卜
で
は
な
く
、

あ

く
ま
で
和
風
の
切
妻
で
あ
る
様
に
、
和
風
の
形
が
混
入
し
て
不
思
議
な
魅
力
を

醸
し
出
し
て
い
る
。

医
師
は
明
治
時
代
、
特
に
こ
の
よ
う
な
郡
部
に
あ
っ
て
は
、
新
し
い
西
洋
知
識

文
化
を
体
現
す
る
人
と
し
て
尊
敬
さ
れ
た
し
、
西
洋

医
学
そ
の
も
の
.か
畏
敬
の
対
象
で
あ

っ
た
。
そ
の
様

な
新
し
い
も
の
に
対
す
る
明
治
富
山
の
棟
梁
の
夢

が
感
じ
ら
れ
る
建
築
で
あ
る
。
数
奇
と
い
っ
て
良

い
運
命
を
辿
っ
て
保
存
さ
れ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。

解
説
/
竺

覚
暁

(
工
学
博
士
金
沢
工
業
大
学
教
授
)

写
真
/
風
間
耕
司

(
日
本
写
真
家
協
会
会
員
)



日
本
海
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
氷
見
市
灘
浦
海
岸
沿
い
の
旅
館
)

1
月
日
日
1
日
日
い
き
い
き
富
山
日
本
海
な
べ
祭

(
高
岡
駅
横
特
設
会
場
)

高
岡
フ
ー
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
ユ
二
|
高
岡
庖
)

1
月
白
日
風
昧
大
全
(
福
光
町
)

2
月
叩
日
i
児
日
利
賀
そ
ぱ
祭
り
叩

(
利
賀
村
村
営
グ
ラ
ン
ド
)

2
月
り
日
i
m日
こ
き
り
こ
時
ま
つ
り

(平
村
こ
き
り
こ
会
館
)
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司
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2
月
四
固
ま
で

2
月
3
日
i
M
日
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と
や
ま
ス

(
富
山
市

宇
奈
月
温
泉
雪
の
カ
ー
ニ
バ
ル

(
宇
奈
月
温
泉
)

雪
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

(
富
山
県
民
会
館
)

2
月
げ
日
i
m日
ゴ
ン
ド
ラ
雪
の
祭
典

(
大
山
町
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
ー
場
)

夢
の
平
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(砺
波
市
夢
の
平
ス
キ
ー
場
)

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
キ
l
m
み
や
の

(黒
部
市
宮
野
運
動
公
園
)

2
月
四
日
1
3月
日
日

U
S
H
l
D
A
K
E

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ
叩

(山
田
村
牛
岳
ス
キ
!
場
)

い
き
い
き
富
山
自
作
ソ
リ
競
技
大
会

(大
山
町

ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
ー
場
)

極
楽
坂
ス
キ
l
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(大
山
町

極
楽
坂
ス
洋
|
場
)

2
月
3
日
1
4
日

2
月
4
日

1
月
白
日

2
月
4
日

2
月
日
日

2
月
間
日
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